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本特定推進研究の目的

日本伝熱学会での状況：

• 伝熱と生体に関する研究者は多く、先端的な医工学研究も行われている。

• 一方、伝熱研究者と医師・医療機械メーカーとの距離は遠く、伝熱研究者のシーズが
医療現場のニーズと必ずしもマッチしていない。

• 薬事法等による医療機器の認可が困難

• 医療機器開発をサポートする機関が存在しない

目的目的目的目的

� 伝熱研究者と医療関係者・医療機器メーカーとの橋渡しする場を創生

� 医療ニーズと先端的な伝熱工学のシーズとのマッチングを実現させ、伝熱工
学を軸足とする革新的医療機器開発の基盤を構築する事

目標目標目標目標

� 伝熱医療機器産業を創成させて、ものづくり技術を医療分野に活用させること

� 大型予算の獲得を目指し、伝熱医療機器産業の創生の礎になること
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昨年度の活動

第第第第1回回回回委員会委員会委員会委員会（（（（2013年7月26日）
• 伝熱学会、医学系研究科、メーカーから出席

• 多角的な視点から医工連携、医療機器の実用化に関する議論

• 特に守秘義務について意見交換

No. 2

講演講演講演講演1. 谷下主査より「日本医工ものづくりコモンズ」の紹介谷下主査より「日本医工ものづくりコモンズ」の紹介谷下主査より「日本医工ものづくりコモンズ」の紹介谷下主査より「日本医工ものづくりコモンズ」の紹介

臨床ニーズと技術シーズの出会いの場の仕組み

昨年度の活動 No. 3

講演講演講演講演2. 圓山副主査より医工学研究の紹介圓山副主査より医工学研究の紹介圓山副主査より医工学研究の紹介圓山副主査より医工学研究の紹介

• 技術シーズからの医工学展開

• これまでの研究状況から医工連携の問題点を議論

第第第第1回回回回委員会委員会委員会委員会（（（（2013年7月26日）
• 伝熱学会、医学系研究科、メーカーから出席

• 多角的な視点から医工連携、医療機器の実用化に関する議論

• 特に守秘義務について意見交換



昨年度の活動

第第第第2回回回回委員会委員会委員会委員会（（（（2013年12月27日）
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講演講演講演講演1. 藤江委員より肝臓癌治療の紹介藤江委員より肝臓癌治療の紹介藤江委員より肝臓癌治療の紹介藤江委員より肝臓癌治療の紹介

肝臓癌焼灼治療の医工連携における熱現象理解の重要性

講演講演講演講演2. 井上委員より薬事法改正の紹介井上委員より薬事法改正の紹介井上委員より薬事法改正の紹介井上委員より薬事法改正の紹介

医療機器実用化のハードルである薬事法の解説

昨年度の活動 No. 5

製造販売業者すなわちメーカーの存在が医工連携を成功させるために重要

第第第第2回回回回委員会委員会委員会委員会（（（（2013年12月27日）



最近の活動 No. 6

歯学部と歯科用品製造メーカーとの共同研究歯学部と歯科用品製造メーカーとの共同研究歯学部と歯科用品製造メーカーとの共同研究歯学部と歯科用品製造メーカーとの共同研究

口腔内洗浄用のミストノズルの開発

• 入院患者や要介護者の口腔内ケアは入院日数に直結する問題

• 入院施設や介護施設で使いやすく、かつ洗浄力の高い口腔内洗浄手
法のニーズがある

歯学部と工学系の共同開発 →特許出願中

歯科用品メーカーの参加

某県産業技術センターとの共同開発某県産業技術センターとの共同開発某県産業技術センターとの共同開発某県産業技術センターとの共同開発

フレキシブルヒーターを用いたウェアラブルヒーターの開発

• 様々な体調不良には患部を適度な温度で継続的に加熱することが有効

• 主に在宅治療にニーズがある

産業技術センターを通じてヒーターメーカーの参加打診

まとめと今後の予定

第第第第3回回回回委員会委員会委員会委員会

日 時：2014年6月16日 13時から
場 所：九州大学歯学部本館

内 容：3件の講演と施設見学

No. 7

� 医療機器開発を実現するための課題を共有できた。

� 実用化を確実にするために狙うべき医療機器の分類を確認した。

� 実用化を達成するには、研究開発の段階からメーカーとの議論
が重要であることを確認した。

• 現場のニーズに基づく医療機器開発をメーカーとともにスタートしている。

• さらなる委員の多様化を目指し、魅力ある医工連携の場を構築する。


